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研究報告書 

 

造血器悪性腫瘍における、AML及び ALLより RUNXカテゴリ-を抽出した。RUNX－転写因

子 Xファミリーアキシスにそのカテゴリーの増殖・維持は依存することが判明した。RUNX阻害

剤(Chb-M’)により、本カテゴリーの細胞株、NOG移植モデル、PDXモデル(Primary AML及び

ALL)では著明な増殖抑制、OSの改善を認めた。 

さらに前立腺癌においてDNPCがRUNX高発現群であることを発見した。RUNX-S100A16に

大坊増殖・維持は依存し、In vitro、In vivoでRUNX阻害剤(Chb-M’)の効果を確認した。現在論

文投稿中である。 

 




